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(57)【要約】
　複数の二次バッテリーセルが、仕切りが無いパックケ
ースの受入部分中に取り付けられている状態で、接続部
材により互いに電気的に接続される構造に構築されたバ
ッテリーパックであって、該接続部材が、縦方向に、ま
たは縦方向及び横方向の両方に配置されたバッテリーセ
ル間に配置されており、該接続部材が、機械的連結様式
で、縦方向における前方バッテリーセルの下側電極端子
及び／または縦方向における後方バッテリーセルの上側
電極端子に接続され、該接続部材が該バッテリーセル間
に配置された状態で、該接続部材が弾性的に圧迫されて
いる、バッテリーパックを開示する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の二次バッテリーセルが接続部材により互いに電気的に接続される構造に構築され
た、バッテリーパックであって、
　前記複数の二次バッテリーセルが、仕切りが無いパックケースの受入部分中に取り付け
られてなり、
　前記接続部材が、縦方向に、または縦方向及び横方向の両方に配置された前記バッテリ
ーセル間に配置されてなり、
　前記接続部材が、機械的連結様式で、縦方向における前方バッテリーセルの下側電極端
子及び／または縦方向における後方バッテリーセルの上側電極端子に接続されてなり、及
び
　前記接続部材が前記バッテリーセル間に配置された状態で、前記接続部材が弾性的に圧
迫されてなる、バッテリーパック。
【請求項２】
　前記接続部材が、一のバッテリーセルの前記電極端子に機械的連結様式で接続されてな
り、他のバッテリーセルの前記電極端子に物理的接触様式で接続されてなる、請求項１に
記載のバッテリーパック。
【請求項３】
　前記接続部材が、一のバッテリーセルのカソード端子に機械的連結様式で接続されてな
り、他のバッテリーセルのアノード端子に物理的接触様式で接続されてなる、請求項２に
記載のバッテリーパック。
【請求項４】
　前記接続部材が、一のバッテリーセルのカソード端子に形成されたガス排出口又は連結
開口部に変形できるように連結される連結部分を包含してなる、請求項１に記載のバッテ
リーパック。
【請求項５】
　前記連結部分が、前記接続部材の本体から弾性的に突き出てなる、請求項４に記載のバ
ッテリーパック。
【請求項６】
　前記接続部材が、一方または両方のバッテリーセルの前記電極端子に接続された一個以
上の補助接続部分を包含してなり、その際、前記一個以上の補助接続部分が、物理的接触
様式で接続されている区域で弾性的に圧迫されてなる、請求項１に記載のバッテリーパッ
ク。
【請求項７】
　前記バッテリーセルが円筒形バッテリーである、請求項１に記載のバッテリーパック。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載のバッテリーパックを電源として包含する、ラップ
トップコンピュータ。
【請求項９】
　複数の二次バッテリーセルを電気的に接続するための接続部材であって、
　前記接続部材が、縦方向に、又は縦方向と横方向の両方に配置された前記バッテリーセ
ル間に配置されてなり、
　前記接続部材が、機械的連結様式で、縦方向における前方バッテリーセルの下側電極端
子に、又は縦方向における前記後方バッテリーセルの上側電極端子に接続されてなり、
　前記接続部材が、前記バッテリーセル間に配置された状態で、前記接続部材が弾性的に
圧迫されてなるものである、接続部材。
【請求項１０】
　前記接続部材が、縦方向で互いに直列に配置された前記バッテリーセルを接続するため
の端子接続ユニットを備えてなり、
　前記端子接続ユニットが、(a)外周接続部分と、(b)上向きに突き出た部分と、及び(c)
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突き出た連結部分とを備えてなるものであり、
　　前記(a)外周接続部分が、下側バッテリーセルの電極端子の外部形状に対応するよう
に形成され、前記外周接続部分が、前記下側バッテリーセルの前記電極端子に、前記電極
端子の外周部に隣接する区域で接触し、前記外周接続部分が、予め決められた幅を有して
なるものであり、
　　前記(b)上向きに突き出た部分が、前記外周接続部分から前記端子接続ユニットの中
央軸に向けて上向きにテーパが付与されてなり、前記下側バッテリーセルを弾性的に支持
し、
　　前記(c)突き出た連結部分が、それぞれの上向きに突き出た部分にブリッジ構造で接
続され、前記突き出た連結部分が、前記突き出た連結部分が前記上側バッテリーセルの予
め決められた区域に弾性的に連結できるように突き出てなる、請求項９に記載の接続部材
。
【請求項１１】
　前記端子接続ユニットが、前記外周接続部分の内側から下向き又は上向きにテーパが付
いている複数の補助接続部分をさらに備えてなる、請求項１０に記載の接続部材。
【請求項１２】
　前記接続部材が、縦方向で互いに直列に配置された前記バッテリーセルを接続するため
の端子接続ユニットを備えてなり、
　連結開口部が、前記バッテリーセルの少なくとも一個の電極端子に形成されてなり、
　前記端子接続ユニットが、(a)外周接続部分と、(b)上向きに突き出た部分と、及び(c)
連結部分とを備えてなり、
　　前記(a)外周接続部分が、下側バッテリーセルの電極端子の外部形状に対応するよう
に形成され、前記外周接続部分が、前記下側バッテリーセルの前記電極端子に、前記電極
端子の外周部に隣接する区域で接触し、前記外周接続部分が、予め決められた幅を有して
なるものであり、
　　前記(b)上向きに突き出た部分が、前記外周接続部分から前記端子接続ユニットの中
央軸に向けて上向きにテーパが付与されてなり、前記下側バッテリーセルを弾性的に支持
し、
　　前記(c)連結部分が、それぞれの上向きに突き出た部分上に、前記バッテリーセルの
少なくとも一個の電極端子に形成された前記連結開口部の中に前記連結部分が弾性的に連
結できるように形成されてなる、請求項９に記載の接続部材。
【請求項１３】
　前記端子接続ユニットが、前記外周接続部分の内側から下向き及び／または上向きにテ
ーパが付与されてなる、複数の補助接続部分をさらに備えてなる、請求項１２に記載の接
続部材。
【請求項１４】
　前記連結部分の末端が上向きに突き出るように、前記連結部分が曲げられてなる、請求
項１２に記載の接続部材。
【請求項１５】
　前記接続部材が、縦方向で互いに直列に配置された前記バッテリーセルを接続するため
の端子接続ユニットを備えてなり、
　前記端子接続ユニットが、(a)外周接続部分部分と、(b)上向きに突き出た部分と、及び
(c)突き出た連結部分とを備えてなり、
　　前記(a)外周接続部分が、下側バッテリーセルの電極端子の外部形状に対応するよう
に形成され、前記外周接続部分が、前記下側バッテリーセルの前記電極端子に、前記電極
端子の外周部に隣接する区域で接触し、前記外周接続部分が、予め決められた幅を有して
なり、
　　前記(b)上向きに突き出た部分が、前記外周接続部分から前記端子接続ユニットの中
央軸に向けて上向きにテーパが付与されてなり、前記下側バッテリーセルを弾性的に支持
してなるものであり、
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　　前記(c)突き出た連結部分が、上側バッテリーセルの電極端子に連結できるように、
前記突き出た連結部分がそれぞれの上向きに突き出た部分から予め決められた高さに突き
出ているものである、請求項９に記載の接続部材。
【請求項１６】
　前記端子接続ユニットが、前記端子接続ユニットの中央軸上に配置された中央接続部分
をさらに備えてなり、
　前記中央接続部分が、前記突き出た連結部分から予め決められた深さに凹み、前記中央
接続部分が前記上側バッテリーセルの前記電極端子に接触してなるものである、請求項１
５に記載の接続部材。
【請求項１７】
　前記突き出た連結部分が、2個以上の、前記上向きに突き出た部分と前記中央接続部分
を接続するブリッジが対称的様式で配置される構造に構築されてなる、請求項１６に記載
の接続部材。
【請求項１８】
　前記接続部材が、縦方向で互いに直列に配置されたバッテリーセルを接続するための端
子接続ユニットを備えてなり、
　前記端子接続ユニットが、(a)外周接続部分と、(b)上向きに突き出た部分と、及び(c)
中央接続部分とを備えてなり、
　　前記(a)外周接続部分が、前記接続部材の下に位置するバッテリーセル(下側バッテリ
ーセル)の電極端子の外部形状に対応するように形成されてなり、前記外周接続部分が、
前記下側バッテリーセルの前記電極端子に、前記電極端子の外周部に隣接する区域で接触
し、前記外周接続部分が、予め決められた幅を有してなるものであり、
　　前記(b)上向きに突き出た部分が、前記外周接続部分から前記端子接続ユニットの中
央軸に向けて上向きにテーパが付いており、前記下側バッテリーセルを弾性的に支持して
なるものであり、
　　前記(c)中央接続部分が、前記接続部材の上に位置するバッテリーセル(上側バッテリ
ーセル)の電極端子と接触してなるものであり、
　　　前記端子接続ユニットが、前記上向きに突き出た部分及び前記中央接続部分にカッ
ト-アウト部分が形成される構造に構築されており、
　　　前記カット-アウト部分が、前記上向きに突き出た部分から前記中央接続部分に伸
び、続いて前記中央接続部分から前記上向きに突き出た部分に伸び、前記バッテリーセル
の前記電極端子に対する弾性的に支持する力を増加するものである、請求項９に記載の接
続部材。
【請求項１９】
　前記中央接続部分が、前記上側バッテリーセルの前記電極端子の表面積の20％～80％に
等しいサイズの接触界面を有してなるものである、請求項１８に記載の接続部材。
【請求項２０】
　各カット-アウト部分が、前記カット-アウト部分のそれぞれが前記接続部材の中央軸に
達しない条件下で、カット-アウト開始点及びカット-アウト終点が20～160度の角度を形
成する構造に構築されてなる、請求項１８に記載の接続部材。
【請求項２１】
　2個以上の端子接続ユニットが、互いに接続され、縦方向に配置された前記バッテリー
セル間に直列接続、及び横方向に配置された前記バッテリーセル間に並列接続を同時に達
成してなるものである、請求項１０、１２、１５、及び１８のいずれか一項に記載の接続
部材。
【請求項２２】
　前記外周接続部分が、前記外周接続部分の外周部に、前記下側バッテリーセルの上側末
端側部を部分的に覆う構造に構築されてなる、一個以上の下方延長部をさらに備えてなる
、請求項１０、１２、１５、及び１８のいずれか一項に記載の接続部材。
【請求項２３】
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　前記端子接続ユニットが、前記端子接続ユニットの片側に、回路接続端子部分を備えて
なる、請求項１０、１２、１５、及び１８のいずれか一項に記載の接続部材。
【請求項２４】
　バッテリーパック中に電気的接続を達成する、請求項９に記載の接続部材と一緒に使用
される接続部材であって、
　前記接続部材が、物理的接触様式で横方向に配置された2個以上のバッテリーセルを電
気的に接続するための端子接続ユニットを備えてなり、
　前記端子接続ユニットのそれぞれが、(a)外周接続部分と、及び(b)上向きに突き出た部
分とを備えてなり、
　　前記(a)外周接続部分が、前記対応するバッテリーセルの電極端子の外部形状に対応
するように形成されてなり、前記外周接続部分が、前記対応するバッテリーセルの前記電
極端子に、前記電極端子の外周部に隣接する区域で接触してなり、前記外周接続部分が、
予め決められた幅を有してなるものであり、
　　前記(b)上向きに突き出た部分が、前記外周接続部分から各端子接続ユニットの中央
軸に向けて上向きにテーパが付与されてなり、前記対応するバッテリーセルを弾性的に支
持してなり、前記端子接続ユニットが、前記横方向で配置された前記バッテリーセルの数
に対応して、互いに電気的に接続されてなり、前記端子接続ユニットのそれぞれが、前記
端子接続ユニットの片側に回路接続端子部分を備えてなるものである、接続部材。
【請求項２５】
　請求項１に記載の接続部材をバッテリーセルの電極端子間に取り付け、前記バッテリー
セル間に電気的接続を達成する構造に構築されてなる、バッテリーパック。
【請求項２６】
　請求項２５に記載のバッテリーパックを電源として包含する、ラップトップコンピュー
タ。
【発明の詳細な説明】
【発明の分野】
【０００１】
　本発明は、機械的接続様式による二次バッテリーパックに関し、より詳しくは、複数の
二次バッテリーセルが、仕切りが無いパックケースの受入部分中に取り付けられている状
態で、接続部材により互いに電気的に接続される構造に構築されたバッテリーパックであ
って、該接続部材が、縦方向に、または縦方向及び横方向の両方に配置されたバッテリー
セル間に配置されており、該接続部材が、機械的連結様式で、縦方向における前方バッテ
リーセルの下側電極端子及び／または縦方向における後方バッテリーセルの上側電極端子
に接続され、該接続部材が該バッテリーセル間に配置された状態で、該接続部材が弾性的
に圧迫（pressrd：押圧力、押し付け）されている、バッテリーパックに関する。
【発明の背景】
【０００２】
　可動装置が益々多く開発され、そのような可動装置の需要が増加するにつれて、可動装
置用のエネルギー源として二次バッテリーの需要も急速に増加している。
【０００３】
　二次バッテリーが使用される外部装置の種類に応じて、二次バッテリーは、単一バッテ
リーの形態で、または複数の単位電池が互いに電気的に接続されているバッテリーパック
の形態で使用することができる。例えば、小型の装置、例えば携帯電話、は、一個のバッ
テリーの出力及び容量で予め決められた時間操作することができる。他方、中または大型
装置、例えばラップトップコンピュータ、携帯用デジタル万能ディスク(DVD)プレイヤー
、小型パーソナルコンピュータ(PC)、電気自動車、及びハイブリッド電気自動車、では、
高出力及び大容量が中または大型装置に必要なので、二次バッテリーパックを使用する必
要
がある。
【０００４】
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　二次バッテリーパックは、複数の単位電池を互いに直列及び／または並列接続したコア
パックに保護回路を接続することにより、製造される。プリズム形バッテリーまたは小袋
形バッテリーを単位電池として使用する場合、プリズム形バッテリーまたは小袋形バッテ
リーを、プリズム形バッテリーまたは小袋形バッテリーの大きな表面同士が互いに向き合
うように積み重ね、次いで、プリズム形バッテリーまたは小袋形バッテリーの電極端子を
、接続部材、例えば母線、により、互いに接続する。従って、六面体構造を有する三次元
的二次バッテリーパックを製造する場合、好ましくはプリズム形バッテリーまたは小袋形
バッテリーを二次バッテリーパックの単位電池として使用する。
【０００５】
　一方、円筒形バッテリーは、電気的容量が、一般的にプリズム形バッテリーまたは小袋
形バッテリーよりも大きい。しかし、円筒形バッテリーの外側形状のために、円筒形バッ
テリーを積重構造に配置するのは困難である。しかし、二次バッテリーパックを全体的に
線型構造または平面型構造に構築する場合、円筒形二次バッテリーは、プリズム形バッテ
リーや小袋形バッテリーよりも構造的により有利である。
【０００６】
　従って、ラップトップコンピュータ、携帯用DVDプレイヤー、及び携帯用PCには、複数
の円筒形バッテリーを互いに直列または並列及び直列に接続した二次バッテリーパックが
広く使用されている。二次バッテリーパックは、様々なコアパック構造に構築することが
できる。例えば、二次バッテリーパックのコアパックは、一般的に2P(並列)-3S(直列)線
型構造、2P-3S平面型構造、2P-4S線型構造、または2P-4S平面型構造、1P-3S線型構造、ま
たは1P-3S平面型構造に構築することができる。
【０００７】
　並列接続構造は、2個以上の円筒形バッテリーを、円筒形バッテリーの電極端子を同じ
方向に向けた状態で、それらの横方向に隣接するように配置し、円筒形バッテリーの電極
端子同士を、接続部材を使用して溶接により接続することにより、達成される。互いに並
列に接続された円筒形バッテリーは、「バンク」と呼ぶことがある。
【０００８】
　直列接続構造は、2個以上の円筒形バッテリーを、縦方向で、円筒形バッテリーの反対
の極性を有する電極端子が次々に連続して配置されるように配置するか、または2個以上
の円筒形バッテリーを、横方向で、円筒形バッテリーの電極端子が反対方向を向いた状態
で配置し、円筒形バッテリーの電極端子を互いに、接続部材を使用して溶接により接続す
ることにより、達成される。
【０００９】
　円筒形バッテリー間の電気的接続は、一般的に接続部材、例えば金属板(例えばニッケ
ル板)を使用し、スポット溶接により達成される。
【００１０】
　図1は、バッテリーがスポット溶接により互いに電気的に接続されている、2P-3S平面型
構造に構築された二次バッテリーパックを典型的に例示する。分かり易くするために、2P
-3S平面型構造の二次バッテリーパックを構成するバッテリー間の連結は、分解組立図で
示す。
【００１１】
　図1に示すように、各対毎に互いに並列に接続された3対のバッテリー20及び21が、金属
板30を経由して互いに直列に接続され、コアパック10を構成する。
【００１２】
　図2は、二次バッテリーパック50の組立完了後の二次バッテリーパック50を例示する典
型的な図である。説明の都合上、パックケースを省略している。
【００１３】
　図2に示すように、それぞれのバッテリー20及び21は、金属板30に接続されたカソード
導電性ワイヤ60及びアノード導電性ワイヤ70、及び導電性ワイヤに接続されたたわみ性プ
リント回路基板(FPCB)80を経由して、保護回路モジュール90に接続されている。金属板30
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と保護回路モジュール90との間の電気的接続は、大部分はんだ付けにより達成される。
【００１４】
　一般的に、二次バッテリーパックは、二次バッテリーパックの使用中に繰り返し充電及
び放電され、二次バッテリーパックは、異常状態、例えば外部衝撃、落下、針形状物体の
貫通、過充電、過電流、等における安全性が低いリチウム二次バッテリーを単位電池とし
て使用する。従って、そのような安全性に関連する問題を解決するために、安全性素子、
例えば保護回路モジュール、を二次バッテリーパック中に組み込む。安全性素子は、二次
バッテリーパックの対応する端子接続区域で、電圧のような情報を獲得し、予め決められ
た安全性処理を行い、それによって二次バッテリーパックの安全性を確保する。従って、
対応する区域の接続状態が変動すると、例えば振動のために端子接続区域の抵抗値が変化
すると、検出される情報が不正確になり、従って、安全性素子は望ましい処理を行うこと
ができない。この理由から、二次バッテリーパック中のバッテリーセルと保護回路との間
の電気的接続は、一般的にはんだ付けにより達成される。
【００１５】
　また、高出力、大容量二次バッテリーパックを構成するには、複数のバッテリーセルを
互いに直列または並列に接続する必要がある。さらに、二次バッテリーパックの効率を均
等に維持するには、端子接続区域の抵抗変動を最少に抑えることができる安定した連結方
法が必要である。一般的に、バッテリーセル間の電気的接続は、はんだ付けまたは溶接、
好ましくはスポット溶接により行う。
【００１６】
　しかし、バッテリーセル間の溶接またははんだ付けには、下記の問題がある。特に、溶
接またははんだ付け工程は、作業員の熟練した技術及び知識が必要である。さらに、溶接
の強度を決定するのに必要なパラメータの制御を常に行う必要がある。その結果、製造工
程が複雑になり、製造コストが増加するために、生産効率が低下する。また、バッテリー
セルを直接的に溶接またははんだ付けする時に、バッテリーパックから発生する振動また
はバッテリーパックに作用する外部衝撃のために、溶接した区域で短絡が生じることがあ
る。さらに、バッテリーセルと接続部材との間に電気的または熱的な損傷が引き起こされ
、それによって、バッテリーの安全性が脅かされ、欠陥製品発生率が増加する。さらに、
バッテリーセルの製造または使用中にバッテリーセルの幾つかに欠陥が生じると、バッテ
リーパックを構成する全てのバッテリーセルを廃棄しなければならない。
【００１７】
　従って、そのような、バッテリーの安全性を脅かし、複雑な作業工程を必要とする溶接
またははんだ付けによる接続方法に置き換えることができ、同時に、幾つかのバッテリー
セルに欠陥があっても、残りのバッテリーを再使用することができ、バッテリーセル間の
接続構造を安定して確保することができる技術が強く求められている。
【００１８】
　一方、一次バッテリーを使用するバッテリーパックでは、それぞれのバッテリー間を電
気的に接続するための様々な試みがなされている。例えば、韓国特許第0413381号明細書
は、バッテリー同士を電気的に接続するために、バッテリーケースの対向する末端で導電
性コイルを形成する技術を開示している。米国特許第525037号明細書は、バッテリーの対
向する末端で、弾性を与えるために屈曲させた金属板を取り付け、それぞれのバッテリー
間に電気的接続を達成する技術を開示している。
【００１９】
　しかし、上記の技術には、バッテリーセルを固定し、電極端子同士を安定して接続する
ために、接続部材が十分な弾性を示すことが必要であり、従って、弾性が低い接続部材は
使用が制限される、という問題がある。特に、導電性コイルを使用する技術には、各コイ
ルを構成するワイヤの断面積が小さく、ワイヤの接続長さが比較的大きいために、電気抵
抗が増加する、という問題がある。電気抵抗の増加は、電力損失を引き起こし、発熱量を
増加するので、バッテリー間の安定した接続が損なわれる。他方、弾性を与えるために屈
曲させた金属板を使用する技術では、バッテリーセルをバッテリーケース中に挿入する時
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に、または金属板を繰り返し使用する時に、過剰の力が金属板に作用すると、金属板がそ
れらの弾性を失うか、または破損することがあり、その結果、外部衝撃がバッテリーセル
に作用した時に、バッテリーセルがパックケースから分離するか、またはバッテリーセル
間の電気的接続が切断されることがある。
【００２０】
　さらに、上記の接続部材は、対応する区域における接続状態が変動するために、前に記
載した二次バッテリーパックへの使用に限定される。
【００２１】
　また、バッテリーセル間の電気的接続を、溶接またははんだ付けを使用せずに、機械的
接触様式で達成するには、従来技術におけるように、パックケースに接続部材を取り付け
るのに必要な仕切りをバッテリーセル間に配置する必要がある。しかし、仕切りを設ける
ことにより、バッテリーパックのサイズが増加するが、これは、サイズ、重量、及び厚さ
の低下を求める最新の傾向から遠く離れている。
【００２２】
　この態様に関して、バッテリーセル間に機械的接触型接続部材を、仕切りが無い構造で
、非常に高い弾性圧迫力で取り付ける方法が考えられる。しかし、この方法では、パック
ケース用の材料、例えば重合体樹脂、が、パックケースを長期間使用する間に、応力によ
り徐々に変形するが、これはクリープ現象と呼ばれる。従って、接続部材の過度に高い弾
性圧迫力は、パックケースに応力の発生を引き起こし、これがクリープ現象につながる。
その結果、バッテリーセル間の間隔が徐々に増加し、従って、バッテリーセル間の電気的
接続が不安定になる。この現象は、長期間の使用が求められる装置には特に深刻である場
合がある。従って、一次バッテリー用の接続部材は、充電及び放電を繰り返すことにより
長期間使用する必要がある二次バッテリーを基礎とするバッテリーパックに、修正なしに
使用することはできない。
【００２３】
　従って、バッテリーの安全性を脅かし、複雑な作業工程を必要とする溶接またははんだ
付けによる接続方法の代わりに使用することができ、バッテリーパックのサイズ増加を引
き起こさず、バッテリーセル間の安定した接続構造を確保することができる、バッテリー
パックが強く求められている。
【発明の概要】
【００２４】
　従って、本発明は、上記の問題及び他の未解決の技術的問題を解決するためになされた
ものである。
【００２５】
　具体的には、本発明の目的は、はんだ付けまたは溶接工程を行わずに、2個以上の二次
バッテリーセル間に安定した電気的接続を達成することができ、電気的接続が可能であり
、組立工程を容易に行うことができ、必要に応じて接続部材を自由に取り付け及び取り外
しできる特殊な構造に構築されている接続部材、及びその接続部材を包含する二次バッテ
リーパックを提供することである。
【００２６】
　本発明の別の目的は、バッテリーパックのサイズ増加を引き起こさず、長期間使用して
もバッテリーセル間の接続を安定して維持することができる接続部材、及びその接続部材
を包含する二次バッテリーパックを提供することである。
【００２７】
　本発明の一態様により、上記の、及び他の目的は、複数の二次バッテリーセルが、仕切
りが無いパックケースの受入部分中に取り付けられている状態で、接続部材により互いに
電気的に接続される構造に構築されたバッテリーパックであって、該接続部材が、縦方向
に、または縦方向及び横方向の両方に配置されたバッテリーセル間に配置されており、該
接続部材が、機械的連結様式で、縦方向における前方バッテリーセルの下側電極端子及び
／または縦方向における後方バッテリーセルの上側電極端子に接続され、該接続部材が該
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バッテリーセル間に配置された状態で、該接続部材が弾性的に圧迫されている、バッテリ
ーパックを提供することにより、達成される。
【００２８】
　本発明のバッテリーパックは、接続部材をバッテリーセル間に取り付ける時に、仕切を
全く必要としない。従って、接続部材をバッテリーセルの電極端子に溶接またははんだ付
けを使用せずに接続しても、バッテリーパックのサイズは増加しない。
【００２９】
　また、接続部材は、幾分圧迫された状態で、バッテリーセルの電極端子に弾性的に接続
されるので、外部衝撃がバッテリーパックに作用しても、接続区域における抵抗の変化は
、信頼性の望ましい程度から逸脱することはない。すなわち、上記の構造により、制御部
材、例えばバッテリー管理装置(BMU)、はバッテリーセルの温度及び電圧を正確に検出す
ることができ、それによって、バッテリーの正常な作動を確保することができる。
【００３０】
　他方、上記の弾性的に圧迫された状態は、前に説明したようなパックケースのクリープ
現象を引き起こす程十分に大きくはない。すなわち、接続部材は、少なくとも部分的にバ
ッテリーセルの電極端子に機械的連結様式で接続され、従って、接続部材をバッテリーセ
ル上に非常に高い弾性的圧迫力で取り付ける必要は無い。
【００３１】
　また、本発明のバッテリーパックは、バッテリーパックの組立工程を容易に行い、バッ
テリーセルの電極端子間に安定した連結を達成することができる構造に構築されている。
さらに、バッテリーパックの組立または使用の際にバッテリーセルの幾つかに欠陥を生じ
ても、それらのバッテリーセルを他のバッテリーセルから容易に分離することができるの
で、一部のバッテリーセルまたは接続部材の欠陥のために、バッテリーパックを構成する
全てのバッテリーセルが廃棄される、という問題を解決することができる。
【００３２】
　好ましい実施態様では、接続部材は、一のバッテリーセルの電極端子に機械的連結様式
で接続され、他のバッテリーセルの電極端子には物理的接触様式で接続される。
【００３３】
　一般的なバッテリーセルは、片側の電極端子が突き出るが、反対側の電極端子は突き出
ない構造に構築される。従って、接続部材を、例えばバッテリーセル(a)の突き出ている
電極端子に機械的連結様式で接続し、他のバッテリーセル(b)の突き出ていない電極端子
に物理的接触様式で接続することができる。
【００３４】
　具体的な例として、接続部材を一のバッテリーセルのカソード端子に機械的連結様式で
接続し、他のバッテリーセルのアノード端子に物理的接触様式で接続することができる。
【００３５】
　本明細書では、「機械的連結様式における接続」の表現は、接続部材が電極端子に機械
的連結様式で連結されることを意味し、「物理的接触様式における接続」の表現は、接続
部材が電極端子と、機械的連結様式でではなく、接触することを意味する。
【００３６】
　従って、バッテリーセルが縦方向に配置されているバッテリーパックで、接続部材の片
側が前方バッテリーセルの下側電極端子または後方バッテリーセルの上側電極端子に機械
的連結様式で接続され、接続部材の反対側が他のバッテリーセルの対応する電極端子に物
理的接触様式で接続される場合、バッテリーセルの電極端子間に連結力を安定して維持し
、同時に、バッテリーパックとバッテリーセルを容易に連結及び分離することができる。
【００３７】
　一方、バッテリーパックの単位電池として使用される一般的な円筒形バッテリーは、バ
ッテリーセルのカソード端子が突き出た形状に形成され、バッテリーセルのカソード端子
と接続部材との間の機械的連結を容易に達成できる構造に構築されている。従って、それ
ぞれそのような突き出たカソード端子を有するバッテリーセルを包含するバッテリーパッ
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クでは、接続を、一のバッテリーセルのカソード端子に機械的連結様式で接続し、他のバ
ッテリーセルのアノード端子に物理的接触様式で接続するのが好ましい。
【００３８】
　接続部材は、接続部材がバッテリーセルの電極端子に機械的連結様式で接続される、様
々な構造的及び形状を有することができる。
【００３９】
　例えば、接続部材は、バッテリーセルのカソード端子に形成されたガス排出口または連
結開口部に変形できるように(variably)連結される形状に形成された連結部分を包含する
ことができる。ガス排出口または連結開口部は、一般的にバッテリーセルのカソード端子
の外側に形成される。
【００４０】
　一般的に、ガス排出口は、バッテリーセルの電極端子の周辺部に形成し、バッテリーセ
ルの異常時に発生する高圧ガスを排出することができる。従って、ガス排出口は、連結区
域として使用することができる。
【００４１】
　あるいは、ガス排出口ではなく、連結開口部を必要に応じて、カソード端子の外側に形
成することができる。連結開口部は、電極端子の中央区域に形成し、カソード端子と接続
部材との間の連結を容易に達成することができる。連結開口部は、連結開口部が接続部材
の連結部分に変形し得るように連結できる構造に構築し、これによってカソード端子と接
続部材との間の連結を容易に、且つ簡単に達成し、同時に、カソード端子と接続部材との
間の連結力をさらに増加することができる。
【００４２】
　接続部材の連結部分は、連結部分が、カソード端子のガス排出口または連結開口部に容
易に連結できる、またはそこから容易に分離できる構造に構築する。連結部分は、接続部
材の本体から弾性的に突き出るのが好ましい。
【００４３】
　好ましい実施態様では、接続部材が、一方または両方のバッテリーセルの電極端子に接
続された一個以上の補助接続部分を包含し、その際、一個以上の補助接続部分は、それら
が物理的接触様式で接続されている区域で、弾性的に圧迫された状態にある。補助接続部
分は、接続部材の弾性力をさらに増加する。さらに、補助接続部分は、接続構造を維持し
、従って、外部力、例えば振動または曲げ、がバッテリーパックに作用した時に、電極端
子の瞬間的な短絡の発生を阻止する。補助接続部分の数が2以上である場合、上記の効果
がより安定して確保される。
【００４４】
　接続部材は、より好ましくは円筒形バッテリーセルに使用するが、円筒形バッテリーセ
ルは、カソード端子が円筒形バッテリーセルの一端から突き出ており、パックケース全体
が、パックケースがカソード端子から隔離されている状態で、アノード端子を構成する構
造に構築されている。
【００４５】
　本発明のバッテリーパックは、家電製品、例えば携帯用DVDプレイヤー及び小型PC、用
の電源として使用することができるが、これらに限定するものではない。
【００４６】
　より好ましくは、本発明のバッテリーパックは、ラップトップコンピュータ用の電源と
して使用する。従って、本発明は、電源としてバッテリーパックを包含するラップトップ
コンピュータを提供する。
【００４７】
　本発明の別の態様により、複数の二次バッテリーセルを電気的に接続するための接続部
材を提供するが、該接続部材は、縦方向または縦方向と横方向の両方で配置されたバッテ
リーセル間に配置され、該接続部材は、機械的連結様式で、縦方向における前方バッテリ
ーセルの下側電極端子に、または縦方向における後方バッテリーセルの上側電極端子に接
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続され、該接続部材がバッテリーセル間に配置された状態で、該接続部材が弾性的に圧迫
される。
【００４８】
　本発明の接続部材は、接続部材がバッテリーセルに機械的連結様式で接続され、バッテ
リーセル間に取り付けられた状態で弾性的に圧迫される構造に構築されるので、組立工程
を容易に行い、バッテリーセルの電極端子間に安定した連結力与えることができる。
【００４９】
　以下に、接続部材の幾つかの具体例を説明する。
【００５０】
　第一の好ましい実施態様では、接続部材が、縦方向で互いに直列に配置されたバッテリ
ーセルを接続するための端子接続ユニットを備えてなり、該端子接続ユニットが、(a)外
周接続部分と、該外周接続部分は、下側バッテリーセルの電極端子の外部形状に対応する
ように形成され、該外周接続部分は、該下側バッテリーセルの該電極端子に、該電極端子
の外周部に隣接する区域で接触し、該外周接続部分は、予め決められた幅を有し、(b)上
向きに突き出た部分と、該上向きに突き出た部分は、該外周接続部分から該端子接続ユニ
ットの中央軸に向けて上向きにテーパ［tapered：漸次的減少（テーパー加工）されてな
る；テーパー状とされてなる］付されており、該下側バッテリーセルを弾性的に支持し、
及び(c)突き出た連結部分とを備えてなり、該突き出た連結部分は、それぞれの上向きに
突き出た部分にブリッジ構造で接続され、該突き出た連結部分は、該突き出た連結部分が
該上側バッテリーセルの予め決められた区域に弾性的に連結できるように突き出ている。
【００５１】
　縦方向で互いに直列接続で配置された複数のバッテリーセルがパックケース中に取り付
けられる構造に構築されたバッテリーパックでは、接続部材が、バッテリーセルの電極端
子を機械的接触様式で容易に電気的に接続することができる。
【００５２】
　好ましくは、端子接続ユニットが、外周接続部分の内側から下向き及び／または上向き
にテーパが付いている複数の補助接続部分をさらに備えてなる。
【００５３】
　補助接続部分は、接続部材の弾性力をさらに増加させ、外部力、例えば振動または曲げ
、がバッテリーパックに加えられた時に、電極端子の瞬間的な短絡発生を防止する。
【００５４】
　各上向きにテーパが付いている補助接続部分は、各上向きにテーパが付いている補助接
続部分の末端が接続部材の中央軸に向かって、外周接続部分の高さより上の高さまで、傾
斜する構造に構築される。外周接続部分の高さより上の高さまで上向きに伸びる補助接続
部分は、接続部材が下側バッテリーセルの電極端子と接触した状態で、上向きに突き出た
部分を弾性的に支持することができる。また、上向きにテーパが付いている補助接続部分
は、上側バッテリーセルの電極端子に接続されたままである。従って、上向きにテーパが
付いている補助接続部分は、前に説明したように、外部力がバッテリーパックに加えられ
た時の不安定な接続状態による瞬間的な短絡の発生を防止する。さらに、上向きにテーパ
が付いている補助接続部分の数が2個以上である場合、上記の効果が、より安定して与え
られる。
【００５５】
　他方、各下向きにテーパが付いている補助接続部分は、各下向きにテーパが付いている
補助接続部分の末端が接続部材の中央軸に向かって、外周接続部分の高さより下の高さま
で、傾斜し、上記の効果を得る構造に構築される。
【００５６】
　この場合、上向きにテーパが付いている補助接続部分は、上側バッテリーセルの電極端
子(a)と接触することができ、下向きにテーパが付いている補助接続部分は下側バッテリ
ーセルの電極端子(b)と接触することができる。
【００５７】
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　第二の実施態様では、接続部材が、縦方向で互いに直列に配置されたバッテリーセルを
接続するための端子接続ユニットを備えてなり、連結開口部が、該バッテリーセルの少な
くとも一個の電極端子に形成されており、該端子接続ユニットが、(a)外周接続部分と、
該外周接続部分は、下側バッテリーセルの電極端子の外部形状に対応するように形成され
、該外周接続部分は、該下側バッテリーセルの該電極端子に、該電極端子の外周部に隣接
する区域で接触し、該外周接続部分は、予め決められた幅を有し、(b)上向きに突き出た
部分と、該上向きに突き出た部分は、該外周接続部分から該端子接続ユニットの中央軸に
向けて上向きにテーパが付いており、該下側バッテリーセルを弾性的に支持し、及び(c)
連結部分とを備えてなり、該連結部分は、それぞれの上向きに突き出た部分上に、該バッ
テリーセルの少なくとも一個の電極端子に形成された該連結開口部の中に該連結部分が弾
性的に連結できるように形成されている。
【００５８】
　従って、接続部材は、接続部材とバッテリーセルの電極端子との間の連結によるだけで
、電気的接続のための安定した接続構造を形成し、従って、外部衝撃がバッテリーパック
に加えられても、接続区域における抵抗の変化が、望ましい信頼性程度から逸脱しない。
同時に、バッテリーパックの組立工程を容易に行い、バッテリーセルの電極端子間に安定
した連結を達成することができる。
【００５９】
　また、連結開口部は、その連結開口部を通して接続部材をバッテリーセルの対応する電
極端子に取り付けることができるように、バッテリーセルの対応する電極端子に形成する
。これによって、接続部材の使用できる構造または形状をさらに多様化することができ、
接続部材をより簡単な構造に構築することができる。
【００６０】
　例えば、接続部材を、バッテリーセルが突き出たカソード端子を包含し、複数のガス排
出口をカソード端子の突き出た部分に、カソード端子の周方向で形成し、連結開口部をカ
ソード端子の中央区域に形成する構造に構築することができる。
【００６１】
　接続部材に連結されるように形成された連結開口部は、突き出たカソード端子に容易に
形成され、従って、連結開口部は、そのような突き出たカソード端子を包含する円筒形バ
ッテリーに容易に使用することができる。また、電極端子の中央区域に配置された連結開
口部の周りに、その周方向で配置された複数のガス排出口は、前に説明したように、バッ
テリーセル中の高圧ガスを効果的に排出し、それによって、バッテリーセルの安全性を確
保する。
【００６２】
　しかし、連結開口部は、接続部材に機械的連結様式で連結するので、連結開口部は、接
続部材により完全には密封されない。従って、連結開口部もガス排出口として機能するこ
とができる。この構造では、カソード端子の突き出た部分にガス排出口を形成しなくても
よい。この構造は、本発明(prevent invention)の範囲内に含まれると解釈しなければな
らない。
【００６３】
　連結開口部は、様々な構造または形状に構築することができる。例えば、連結開口部は
、バッテリーセルの電極端子の外周部の中央区域に、バッテリーセルの電極端子の平面上
に形成された2個の、長い、及び短い側部を有するスリットが、それらの2個のスリットが
直角に交差するように形成される、交差形状の構造に構築することができる。
【００６４】
　従って、長い側部の形状に対応する形状に形成された連結部分を包含する接続部材を使
用し、バッテリーセル同士を互いに容易に連結することができる。接続部材の連結部分を
、連結開口部の長い側部を通して挿入し、次いで接続部材の連結部分が連結開口部の短い
側部に対して平行になる位置に回転させ、それによって、接続部材と、対応するバッテリ
ーセルとの間の弾性的連結を達成する。従って、接続部材と、対応するバッテリーセルと
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の間の連結及び、同時に、接続部材と、対応するバッテリーセルとの間の電気的接続を簡
単に、容易に達成することができる。
【００６５】
　別の例として、連結開口部を、2個の円弧状スリットが、電極端子の中央軸の周りに対
称的様式で配置される構造に構築することもできる。
【００６６】
　連結部分が垂直断面で「Ｌ」に近い形状に構築されるように、スリットの縦方向で水平
に曲げた接続部材の連結部分を、対称的様式で配置された2個の円弧状スリットの中に挿
入し、次いで回転させ、「Ｌ」形状の連結部分の水平に曲げた部分を、電極端子の、スリ
ットを持たない下側末端に弾性的に接続することにより、接続部材とバッテリーセルとの
間の安定した連結が達成される。
【００６７】
　連結部分は、連結部分の末端が上向きに突き出るように曲げることができる。この構造
では、連結部分をバッテリーセルの連結開口部の中に容易に挿入し、それによって、接続
部材とバッテリーセルとの間の電気的接続を達成することができる。
【００６８】
　好ましくは、連結部分が対称的様式で配置されるように、連結部分が、それぞれの上向
きに突き出た部分から伸び、それによって、連結部分と対応するバッテリーセルの連結開
口部との間に、より弾性的な連結が達成される。
【００６９】
　上向きに突き出た部分は、上向きに突き出た部分に外周接続部分から接続部材の中央軸
に向かって上向きのテーパが付くように、外周接続部分の上側の内側及び下側の内側から
伸びる。これによって、上向きに突き出た部分を、バッテリーセルの電極端子に形成され
た予め決められた区域の中に容易に挿入することができ、外周接続部分が下側バッテリー
セルに弾性的に接触することができる。
【００７０】
　端子接続ユニットは、外周接続部分の内側から下向き及び／または上向きにテーパが付
いている、複数の補助接続部分をさらに備えてなることができる。
【００７１】
　第三の実施態様では、接続部材が、縦方向で互いに直列に配置されたバッテリーセルを
接続するための端子接続ユニットを備えてなり、該端子接続ユニットが、(a)外周接続部
分部分と、該外周接続部分は、下側バッテリーセルの電極端子の外部形状に対応するよう
に形成され、該外周接続部分は、該下側バッテリーセルの該電極端子に、該電極端子の外
周部に隣接する区域で接触し、該外周接続部分は、予め決められた幅を有し、(b)上向き
に突き出た部分と、該上向きに突き出た部分は、該外周接続部分から該端子接続ユニット
の中央軸に向けて上向きにテーパが付いており、該下側バッテリーセルを弾性的に支持し
、及び(c)突き出た連結部分とを備えてなり、該突き出た連結部分が上側バッテリーセル
の電極端子に連結できるように、該突き出た連結部分がそれぞれの上向きに突き出た部分
から予め決められた高さに突き出ている。
【００７２】
　従って、前に説明したように、本発明の接続部材は、バッテリーセルの電極端子間を電
気的に接続するための溶接またははんだ付け工程を必要としない。バッテリーセル間の接
続は、組立型接続部材をバッテリーセルに連結するだけで、安定して維持される。従って
、はんだ付けまたは溶接の際に引き起こされることが一のバッテリーセルの短絡発生を阻
止することができる。また、外部衝撃がバッテリーパックに加えられても、接触区域にお
ける抵抗変化は、信頼性の望ましい程度から逸脱しない。同時に、バッテリーパックの組
立工程を容易に行い、バッテリーセルの電極端子間に安定した連結を達成することができ
る。
【００７３】
　端子接続ユニットは、端子接続ユニットの中央軸上に配置された中央接続部分をさらに



(14) JP 2010-533953 A 2010.10.28

10

20

30

40

50

備えてなり、その中央接続部分が、突き出た連結部分から予め決められた深さに凹み、中
央接続部分が上側バッテリーセルの電極端子に接触することができる。
【００７４】
　突き出た連結部分の形状には、その突き出た連結部分がバッテリーセルの電極端子の予
め決められた区域と容易に連結する限り、特に制限は無い。例えば、突き出た連結部分は
、2個以上の、上向きに突き出た部分と中央接続部分を接続するブリッジが対称的様式で
配置される構造に構築し、これによって、一般的により弾性的な構造に構築された突き出
た連結部分を通して高い連結力を与えることができる。
【００７５】
　一例として、突き出た連結部分を、バッテリーセルの電極端子の予め決められた区域の
中に容易に挿入できるように、「∩」に近い垂直断面積形状に形成することができる。こ
の場合、バッテリーセルの電極端子の予め決められた区域に突き出た連結部分を連結する
工程がより容易に行われる。突き出た連結部分とバッテリーセルの電極端子の予め決めら
れた区域との間を連結した後、突き出た連結部分は、外部振動によっても、バッテリーセ
ルの電極端子の予め決められた区域から容易に分離しない。状況に応じて、各突き出た連
結部分は、それらの片側に、各端子接続ユニットの中央軸に向かって突き出る連結突起を
備え、突き出た連結部分と、バッテリーセルの電極端子の予め決められた区域との間の連
結をさらに強化することができる。
【００７６】
　連結突起は、様々な構造に構築することができる。例えば、連結突起は、各突き出た連
結部分の内側末端が対応する補助接続部分に向かって曲げられるか、または連結突起が、
半球状突起の形状で、各突き出た連結部分の内側から突き出ることもできる。しかし、連
結突起は、上記の構造に限定されるものではない。
【００７７】
　上記のように、突き出た連結部分が、複数のブリッジが対称的様式で配置される構造に
構築され、突き出た連結部分が、「∩」に近い垂直断面積形状に形成されるので、突き出
た連結部分をバッテリーセルの電極端子の予め決められた区域と連結させる時に、それぞ
れの突き出た連結部分の側部に形成された連結突起に関係なく、突き出た連結部分が弾性
的に挿入及び連結される。
【００７８】
　状況に応じて、接続部材は、上向きに突き出た部分と中央接続部分を接続する各ブリッ
ジ間に、それぞれの上向きに突き出た部分の末端から下向きに伸びる補助接続部分をさら
に包含することができる。これによって、前に説明したように、上向きに突き出た部分の
弾性力がさらに増加し、外部力、例えば振動または曲げ、がバッテリーパックに作用した
時に、電極端子の瞬間的な短絡発生が防止される。
【００７９】
　第四の実施態様では、接続部材が、縦方向で互いに直列に配置されたバッテリーセルを
接続するための端子接続ユニットを備えてなり、該端子接続ユニットが、(a)外周接続部
分と、該外周接続部分は、該接続部材の下に位置するバッテリーセル(下側バッテリーセ
ル)の電極端子の外部形状に対応するように形成され、該外周接続部分は、該下側バッテ
リーセルの該電極端子に、該電極端子の外周部に隣接する区域で接触し、該外周接続部分
は、予め決められた幅を有し、(b)上向きに突き出た部分と、該上向きに突き出た部分は
、該外周接続部分から該端子接続ユニットの中央軸に向けて上向きにテーパが付いており
、該下側バッテリーセルを弾性的に支持し、及び(c)中央接続部分とを備えてなり、該中
央接続部分は、該接続部材の上に位置するバッテリーセル(上側バッテリーセル)の電極端
子と接触し、該端子接続ユニットが、該上向きに突き出た部分及び該中央接続部分にカッ
ト-アウト部分(cut-out parts)が形成される構造に構築されており、該カット-アウト部
分が、該上向きに突き出た部分から該中央接続部分に伸び、続いて該中央接続部分から該
上向きに突き出た部分に伸び、該バッテリーセルの該電極端子に対する弾性的に支持する
力を増加する。
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【００８０】
　接続部材は、カット-アウト部分が上向きに突き出た部分及び中央接続部分に形成され
、そのカット-アウト部分は、上向きに突き出た部分から中央接続部分に伸び、続いて中
央接続部分から上向きに突き出た部分に伸びるので、バッテリーセルの電極端子に対する
弾性的に支持する力が増加し、従って、外部衝撃がバッテリーパックに加えられても、接
続区域における抵抗変化は望ましい信頼性程度から逸脱しない。さらに、下側バッテリー
セルの電極端子の凹みによる下側バッテリーセルの短絡発生を阻止することができる。
【００８１】
　また、接続部材は、幾分圧迫された状態でバッテリーセルの電極端子に弾性的に接続し
、カット-アウト部分が上向きに突き出た部分の弾性を下げるので、上向きに突き出た部
分はたわみ性がより高くなる。従って、外部衝撃がバッテリーパックに加えられても、接
続区域における抵抗変化は望ましい信頼性程度から逸脱しない。
【００８２】
　好ましくは、中央接続部分は、上側バッテリーセルの電極端子の表面積の20％～80％に
等しいサイズの接触界面を有する。接触区域における抵抗を考えると、表面接触のための
接触界面のサイズを増加することが好ましいが、中央接続部分のサイズを増加すると、外
周接続部分のサイズ低下を引き起こす。従って、接触界面は、上記の範囲内にある必要が
ある。
【００８３】
　例えば、外周接続部分及び中央接続部分は、バッテリーセルのアノード端子及びカソー
ド端子に物理的接触様式でそれぞれ電気的に接続することができる。すなわち、ある円筒
形バッテリーセルのカソード端子を中央接続部分に電気的に接続し、中央接続部分が上向
きに突き出た部分により取り囲まれた状態で、中央接続部分を接続部材の上向きに突き出
た部分に接続し、別の円筒形バッテリーセルのアノード端子を、予め決められた幅で形成
された外周接続部分に、接続部材の外周部に隣接する区域で電気的に接続する。
【００８４】
　カット-アウト部分は、上向きに突き出た部分及び中央接続部分に形成され、上向きに
突き出た部分をたわみ性にする特徴的な構造である。例えば、各カット-アウト部分は、
カット-アウト部分のそれぞれが接続部材の中央軸に達しない条件下で、カット-アウト開
始点及びカット-アウト終点が20～160度の角度を形成する構造に構築することができる。
好ましくは、カット-アウト開始点及びカット-アウト終点が90度の角度を形成する。
【００８５】
　カット-アウト部分は、様々な構造に構築することができる。例えば、カット-アウト部
分は、ブリッジ構造に構築することができる。ブリッジ構造のカット-アウト部分は、上
向きに突き出た部分及び中央接続部分に容易に形成することができる。また、ブリッジ構
造のカット-アウト部分は、上向きに突き出た部分にたわみ性を効果的に与えることがで
きる。
【００８６】
　状況に応じて、カット-アウト部分は、各カット-アウト部分が、1個のカット-アウト部
分の開始点に対して2個以上の終点を有する構造に構築することができる。この構造では
、幾つかのカット-アウト部分を上向きに突き出た部分に形成し、それによって、その上
向きに突き出た部分は、より大きなたわみ性を発揮する。
【００８７】
　好ましくは、接続部材の中央軸と、各カット-アウト部分の、各カット-アウト部分が接
続部材の中央軸に最も近い区域と間の距離は、中央接続部分の幅の10～50％である。接続
部材の中央軸と、各カット-アウト部分の、各カット-アウト部分が接続部材の中央軸に最
も近い区域と間の距離が、中央接続部分の幅と比較して大きすぎる場合、カット-アウト
部分の全体的なサイズが小さくなり、その結果、上向きに突き出た部分のたわみ性が大き
く低下する。反対に、接続部材の中央軸と、各カット-アウト部分の、各カット-アウト部
分が接続部材の中央軸に最も近い区域と間の距離が、中央接続部分の幅と比較して小さす
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ぎる場合、接続部材の全体的な弾性が大きく低下し、好ましくない。
【００８８】
　一方、カット-アウト部分の構造には、カット-アウト部分が、上向きに突き出た部分か
ら中央接続部分に伸び、続いて中央接続部分から上向きに突き出た部分に伸びる限り、特
に制限は無い。好ましくは、それぞれのカット-アウト部分が上向きに突き出た部分の最
上部を通過する。この場合、それぞれのカット-アウト部分が上向きに突き出た部分の最
上部を通過するので、上向きに突き出た部分のたわみ性がさらに増加する。
【００８９】
　例えば、2個以上のカット-アウト部分を、接続部材の中央軸を中心にして対称構造で放
射状に配置することができる。対称的に放射状のカット-アウト部分は、対称的なカット-
アウト部分を接続部材に容易に形成できる点で有利である。さらに、カット-アウト部分
の数が2以上なので、上向きに突き出た部分のたわみ性を所望の程度に制御することがで
きる。
【００９０】
　また、上向きに突き出た部分が適切なたわみ性ならびに弾性を示すように、接続部材の
厚さを考慮してカット-アウト部分のサイズを調節するのが好ましい。例えば、カット-ア
ウト部分を、接続部材の厚さの50～300％に等しい幅で切り取ることができる。それぞれ
のカット-アウト部分の幅は、接続部材の部分を切り取ることにより、接続部材に形成し
た空間である。それぞれのカット-アウト部分の幅により、上向きに突き出た部分は、上
向きに突き出た部分の変形または破損を阻止しながら、適切なたわみ性ならびに弾性を示
す。
【００９１】
　状況に応じて、カット-アウト部分は、線またはスリットの形状で接続部材に形成する
ことができる。
【００９２】
　上記の接続部材の代表的な例の中で、接続部材が、2個以上の互いに接続された端子接
続ユニットを包含し、縦方向に配置されたバッテリーセル間に直列接続及び横方向に配置
されたバッテリーセル間に並列接続を同時に達成することができる。従って、接続部材は
、直列接続及び並列接続型バッテリーパックならびに直列接続型バッテリーパックに適用
できる構造に構築することができる。
【００９３】
　また、端子接続ユニットが、その片側に回路接続端子部分を設けることができる。回路
接続端子部分は、電源用の入力及び出力端子、電圧検出用の検出端子、またはそれらの組
合せでよい。回路接続端子部分は、様々な形状に形成することができる。例えば、回路接
続端子部分は、外周接続部分から伸びる細片の形状に形成することができる。細片形状の
回路接続端子部分は、接続部材を下側バッテリーセルに取り付けた状態で、回路接続端子
部分が下側バッテリーセルの側部に緊密に接触するように、曲げることができる。
【００９４】
　上記の接続部材の代表的な例の中で、外周接続部分の、バッテリーセルと接触する幅は
、好ましくは端子接続ユニットの半径の5～30％である。外周接続部分の接触幅が5％未満
である場合、接触面積が小さいために、接触区域の抵抗が増加する。また、外部衝撃のた
めにバッテリーセルの電極端子が所定の位置から外れ、電気的接続が容易に切断されるこ
とがある。反対に、外周接続部分の接触幅が30％を超えると、上向きに突き出た部分を含
む残りの部分のサイズが低下し、その結果、予め決められた弾性力を与えるのが困難にな
り、突き出た連結部分をバッテリーセルの対応する区域に連結するのが困難になる。
【００９５】
　また、それぞれの上向きに突き出た部分は、端子接続ユニットの半径の20～60％に等し
い幅及び5～30度の傾斜角度を有する。それぞれの上向きに突き出た部分の幅が端子接続
ユニットの半径の20％未満である場合、前に説明したように、予め決められた弾性力を与
えることが困難になる。反対に、それぞれの上向きに突き出た部分の幅が端子接続ユニッ
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トの半径の60％を超えると、接触部分の、バッテリーセルの電極端子と接触する面積が比
較的小さくなり、その結果、所望の電気的接続が達成されない。また、それぞれの上向き
に突き出た部分の傾斜角度が、端子接続ユニットの下側末端、すなわち外周接続部分、に
対して5度未満である場合、外部衝撃に対して予め決められた弾性力を与えることが困難
になる。反対に、それぞれの上向きに突き出た部分の傾斜角度が30度を超えると、バッテ
リーパックの内側空間が減少し、外部の圧力がそれぞれの上向きに突き出た部分に加えら
れた時に、それぞれの上向きに突き出た部分が破損することがある。
【００９６】
　また、突き出た連結部分(または連結部分)は、接続部材の全高の30～70％に等しい高さ
を有するのが好ましい。突き出た連結部分の高さが30％未満である、すなわち突き出た区
域のサイズが小さい場合、突き出た連結部分をバッテリーセルの電極端子の予め決められ
た区域に連結することが困難になる。反対に、突き出た連結部分の高さが70％を超えると
、バッテリーパックの内側空間をさらに増加する必要があり、それによって、バッテリー
パックのサイズが増加する。
【００９７】
　また、補助接続部分は、接続部材の水平部分に対して20～70度の角度で上または下に傾
斜しているのが好ましい。補助接続部分が20度未満の角度で傾斜している場合、補助接続
部分がバッテリーセルの電極端子と接触した時に、補助接続部分は、その弾性を維持する
ことが困難である。反対に、補助接続部分が70度を超える角度で傾斜している場合、補助
接続部分が電極端子に損傷、例えば引掻き傷、を与えるか、またはバッテリーパックの組
立または使用の際に補助接続部分が破損することがある。
【００９８】
　好ましい実施態様では、接続部材は、外周接続部分が、その外周部に、下側バッテリー
セルの上側末端側部を部分的に覆う構造に構築された、一個以上の下方延長部をさらに備
えることを特徴とする。下方延長部は、下側バッテリーセルの上側末端側部を部分的に覆
う構造に構築されるので、外部衝撃により、接続部材の位置が下側バッテリーセルから逸
脱するのを防止することができ、従って、より安定した接続が達成される。
【００９９】
　好ましくは、一個以上の下方延長部は、外周接続部分の外周部に沿って対称的な構造に
配置する。これによって、接続部材の位置が下側バッテリーセルから逸脱することが防止
され、安定した接続が、より効果的に達成される。
【０１００】
　下方延長部の長さには、下方延長部が上記の効果を与える構造に構築される限り、特に
制限は無い。例えば、下方延長部の長さは、接続部材の全高の20～150％に等しい長さを
有することができる。
【０１０１】
　この構造により、接続部材は、上側バッテリーセルと下側バッテリーセルを連結様式で
接続することができる。すなわち、接続部材の突き出た連結部分が上側バッテリーセルの
電極端子に連結され、接続部材の下方延長部が下側バッテリーセルの電極端子に連結され
る。従って、接続部材は、上側及び下側バッテリーセルの両方に連結される。
【０１０２】
　状況に応じて、物理的接触型接続部材を、上に記載する接続部材の代表的な例と共にさ
らに使用することができる。物理的接触型接続部は、物理的接触様式で横方向に配置され
た2個以上のバッテリーセルを電気的に接続するための端子接続ユニットを備えてなり、
端子接続ユニットのそれぞれが、(a)外周接続部分と、該外周接続部分は、対応するバッ
テリーセルの電極端子の外部形状に対応するように形成され、該外周接続部分は、該対応
するバッテリーセルの該電極端子に、該電極端子の外周部に隣接する区域で接触し、該外
周接続部分は、予め決められた幅を有し、及び(b)上向きに突き出た部分とを備えてなり
、該上向きに突き出た部分は、該外周接続部分から各端子接続ユニットの中央軸に向けて
上向きにテーパが付いており、該対応するバッテリーセルを弾性的に支持し、該端子接続



(18) JP 2010-533953 A 2010.10.28

10

20

30

40

50

ユニットは、該横方向で配置された該バッテリーセルの数に対応して、互いに電気的に接
続され、該端子接続ユニットのそれぞれが、それらの片側に回路接続端子部分を備えてい
る。
【０１０３】
　バッテリーセルが互いに電気的に接続された状態で、複数のバッテリーセルが、パック
ケース中に2列以上で横方向に配置される構造に構築されたバッテリーパックでは、追加
の接続部材が、バッテリー列の末端の横方向で(並列または直列に)配置されたバッテリー
セルの電極端子を物理的接触様式で容易に電気的に接続することができる。
【０１０４】
　この場合、端子接続ユニットのそれぞれは、端子接続ユニットを対応する電極端子に弾
性的に接続できるように、外周接続部分の内側から下向きにテーパが付いている補助接続
部分をさらに包含することができる。
【０１０５】
　一方、上記のように様々な構造に構築される接続部材は、導電性シートをプレス加工す
ることにより、単一物体に製造することができる。具体的には、導電性シートを、接続部
材の形状に従ってパンチ加工または圧延し、従って、特定の形状を有する接続部材を容易
に、簡単に製造することができる。
【０１０６】
　好ましくは、接続部材は、特に円筒形バッテリーセルに使用する。この場合、接続部材
の特定区域を、各円筒形バッテリーセルの電極端子の形状に対応する、全体的に同心円構
造に構築し、その結果、それらの間の接触面積が最大になる。
【０１０７】
　本発明の別の態様により、接続部材をバッテリーセルの電極端子間に取り付け、バッテ
リーセル間に電気的接続を達成する構造に構築されたバッテリーパックを提供する。
【０１０８】
　バッテリーパックは、パックケース中で複数のバッテリーセルが互いに電気的に接続さ
れる構造に構築することができる。列の数は1以上でよい。
【０１０９】
　接続部材は、各列で縦方向に配置されたバッテリーセルを電気的に接続するのに使用す
ることができる。2列以上のバッテリーを包含する構造では、接続部材を、横方向に配置
されたバッテリーセル(バンク)の電気的接続に使用することができる。
【０１１０】
　例えば、接続部材をバンクの電気的接続にのみ使用する場合、バッテリーパックは、受
入部分を包含するパックケース中にバッテリーセルが取り付けられる構造に製造すること
ができ、該受入部分は、2個以上の二次バッテリーセルが、横方向で互いに隣接する状態
でそれぞれの受入部分の中に取り付けられる構造に構築され、接続部材が、パックケース
を構成する側壁の中で、バッテリーセルの電極端子と接触する側壁に連結されるで、接続
部材の外周接続部分が、バッテリーセルの電極端子の方に向けられる。
【０１１１】
　本発明のバッテリーパックは、高出力及び大容量を必要とする家電製品、例えば携帯用
DVDプレイヤー、小型PC、等の電源として使用することができる。
【０１１２】
　より好ましくは、本発明のバッテリーパックは、ラップトップコンピュータ用の電源と
して使用する。従って、本発明の別の態様では、電源としてバッテリーパックを包含する
ラップトップコンピュータを提供する。
【０１１３】
　ラップトップコンピュータの一般的構造及びその製造方法は、当業者には良く知られて
おり、従って、さらなる説明は行わない。
【０１１４】
　本発明の上記の、及び他の目的、特徴及び他の利点は、添付の図面を参照しながら記載
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する下記の詳細な説明により、より深く理解される。
【好ましい実施態様の詳細な説明】
【０１１５】
　ここで、添付の図面を参照しながら、本発明の好ましい実施態様を詳細に説明する。し
かし、本発明の範囲は、例示する実施態様に限定されるものではない。
【０１１６】
　図3及び4は、本発明の二次バッテリーパックの組立方法を例示する典型的な図である。
【０１１７】
　これらの図に関して、バッテリーパックAは、仕切りが無いパックケースB中に、複数の
円筒形バッテリーセル302、304、306、及び308が予め決められた接続部材100及び102を経
由して互いに電気的に接続される構造に構築されている。
【０１１８】
　具体的には、2種類の接続部材100及び102及び4個の円筒形バッテリーセル302、304、30
6、及び308がパックケースBの受入部分の中に配置されており、カソード端子が接続部材1
00の突き出た連結部分130と機械的連結様式で接続されるように、4個の円筒形バッテリー
セル302、304、306、及び308が互いに緊密に接触している。
【０１１９】
　従って、円筒形バッテリーセル302及び304のカソード端子は、円筒形バッテリーセル30
2及び304のカソード端子が弾性的に圧迫された状態で、突き出た連結部分130を有する接
続部材100に機械的連結様式で接続され、円筒形バッテリーセル302及び304のアノード端
子は、接続部材100に物理的接続様式で接続され、それによって、バッテリーパックを容
易に組み立て、バッテリーセルの電極端子間の接続構造を安定して維持することができる
。
【０１２０】
　また、突き出た連結部分130が無い接続部材102は、円筒形バッテリー306及び308のアノ
ード端子がパックケースと接触する区域に配置され、それによって、横方向に配置された
円筒形バッテリー306及び308のアノード端子は、互いに電気的に並列接続される。
【０１２１】
　組立後のバッテリーパックAの構造を図4に示す。図4に関して、第二バッテリーパックA
は、2P-2S平面型構造に構築され、2個の円筒形バッテリー302及び304が横方向で互いに接
触して配置され、同時に、2個の円筒形バッテリー302及び306が縦方向で配置されている
。
【０１２２】
　図5は、本発明の第一の好ましい実施態様によるカソード端子接続部材を典型的に例示
する透視図であり、図6は、本発明の第一の好ましい実施態様によるカソード端子接続部
材の典型的な平面図である。
【０１２３】
　これらの図に関して、本発明の接続部材100は、2個の端子接続ユニット100A及び100Bが
互いに接続され、外部回路に接続するための回路接続端子部分150が接続部材100中に包含
される構造に構築される。
【０１２４】
　端子接続ユニット100A及び100Bのそれぞれは、予め決められた幅wを有し、下側バッテ
リーセル(図には示していない)の電極端子に電気的に接続される外周接続部分110と、外
周接続部分110から各端子接続ユニットの中央軸180に向かって、上向きにテーパが付くよ
うに伸びる上向きに突き出た部分120と、ブリッジ160を経由し、上向きに突き出しながら
、それぞれの上向きに突き出た部分120に接続された突き出た連結部分130と、及び外周接
続部分110の内側から上向き及び下向きにテーパがそれぞれ付いている補助接続部分140及
び142とを包含する。
【０１２５】
　下側バッテリーセルの電極端子に接触する外周接続部分110の幅wは、各端子接続ユニッ
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トの半径Wの約10％である。外周接続部分110は、下側バッテリーセルの電極端子の外側に
対応する同心円の形状に形成されている。
【０１２６】
　突き出た連結部分130の高さは、接続部材100の全高の約50％に等しい。各上向きに突き
出た部分120の最上部は、「∩」に近い垂直断面形状に形成されている。また、各突き出
た連結部分130は、その内側に、端子接続ユニットの中央軸180に向かって突き出た連結突
起132を備えている。突き出た連結部分130の連結突起132は、接続部材を上側バッテリー
セルの電極端子の予め決められた区域に連結した後、接続部材が上側バッテリーセルから
分離するのを阻止する。この時、上向きに突き出た部分120及びブリッジ160が上側バッテ
リーセルの電極端子の中央区域と接触し、それによって、電気的接続が達成される。
【０１２７】
　突き出た連結部分130と上向きに突き出た部分120を接続する4個のブリッジ160は、放射
状に対称的構造に配置されている。具体的には、予め決められた間隔で配置されたブリッ
ジ160は、上向きに突き出た部分120及び突き出た連結部分130を接続する。ブリッジ160は
、上向きに突き出ている。
【０１２８】
　また、4個の補助接続部分140は、それぞれのブリッジ160と外周接続部分110との間に限
定された空間内で、外周接続部分110から約1 mmの高さだけ上向きに傾斜している。他の4
個の補助接続部分142は、外周接続部分110から約1 mmの高さだけ下向きにテーパが付いて
いる。それぞれの補助接続部分140の末端は、下向きに、すなわち対応する補助接続部分
の上向きテーパ方向と反対の方向に曲げられており、それぞれの補助接続部分142の末端
は、上向きに、すなわち対応する補助接続部分の下向きテーパ方向と反対の方向に曲げら
れている。従って、接続部材100を下側バッテリーセル(図には示していない)のカソード
またはアノード端子に取り付けると、補助接続部分140及び142は、弾性的に圧迫された状
態で、下側バッテリーセルまたは上側バッテリーセルの電極端子に接続される。
【０１２９】
　補助接続部分140及び142は、幾分低い弾性率を示すが、4個の補助接続部分140及び4個
の補助接続部分142が、下側バッテリーセルの電極端子に独立して接続される。従って、
補助接続部分140及び142は、外部ファクター、例えば振動、によるバッテリーセルの瞬間
的短絡発生を阻止し、それによって、バッテリーセル間の電気的接続を連続的に維持する
。
【０１３０】
　また、図6に示すように、各端子接続ユニットの外周接続部分110は、同心円の形状に形
成されている。さらに、2個の上向きに突き出た部分120及び2個の突き出た連結部分130は
、それらの2個の上向きに突き出た部分120及び2個の突き出た連結部分130を互いに接続し
た時に、架空の同心円を形成する。従って、それぞれの端子接続ユニットは、一般的に同
心円構造に構築され、従って、それぞれの端子接続ユニットと円筒形バッテリーセルの電
極端子の外周部との間の接触面積及び緊密な接触程度が増加する。
【０１３１】
　図7は、図5の変形によるカソード端子接続部材を例示する透視図であり、図8は、図5の
変形によるカソード端子接続部材の典型的な平面図である。
【０１３２】
　図7及び8の接続部材101は、図7及び8の接続部材101が単一の端子接続ユニットを包含す
る以外は、図5及び6の接続部材と同じ構造にある。すなわち図7及び8の接続部材101の端
子接続ユニットは、外周接続部分110、上向きに突き出た部分120、突き出た連結部分130
及び132、及び補助接続部分140及び142、回路接続端子部分150、及びブリッジ160を包含
し、これらの全てが図5及び6の部品と同一である。従って、同じ構成部品の詳細な説明は
行わない。
【０１３３】
　図9は、本発明の接続部材と共に使用できるアノード端子接続部材を典型的に例示する
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透視図であり、図10は、アノード端子接続部材の典型的な正面図である。
【０１３４】
　これらの図に関して、本発明の接続部材102は、2個の端子接続ユニット102Aおよび102B
が互いに接続され、接続部材が、その片側に側方延長部分150を備え、その側方延長部分
に外部回路に接続するための回路接続端子部分150が形成される構造に構築されている。
【０１３５】
　端子接続ユニット102A及び102Bのそれぞれは、予め決められた幅wを有し、下側バッテ
リーセル(図には示していない)の電極端子に電気的に接続される外周接続部分110と、外
周接続部分110から各端子接続ユニットの中央軸180に向かって、上向きにテーパが付くよ
うに伸びる上向きに突き出た部分130と、該上向きに突き出た部分130はブリッジを経由し
て互いに接続され、及び外周接続部分110の内側から下向きにテーパが付いている補助接
続部分140とを包含する。
【０１３６】
　外周接続部分110の、下側バッテリーセルの電極端子に接触する幅wは、各端子接続ユニ
ットの半径Wの約10％である。外周接続部分110は、下側バッテリーセルの電極端子の外側
に対応する同心円形状に形成される。
【０１３７】
　上向きに突き出た部分130の高さhは、接続部材102の全高Hの約60％に等しい。上向きに
突き出た部分130を相互接続する4個のブリッジは、十字形状構造で対称的に配置されてい
る。
【０１３８】
　また、各端子接続ユニットの中央軸180を中心にして放射状に対称的構造に配置された4
個の補助接続部分140は、それぞれの上向きに突き出た部分130と外周接続部分110との間
に限定された空間内で、外周接続部分110から下向きにテーパが付いている。それぞれの
補助接続部分140の末端144は、上向きに、すなわち対応する補助接続部分の下向きテーパ
方向と反対の方向に曲げられている。従って、接続部材102を下側バッテリーセル(図には
示していない)のアノード端子に取り付けた時、補助接続部分140は、接続部材102の下に
位置するバッテリーセルの電極端子に、弾性的に圧迫された状態で接続される。
【０１３９】
　補助接続部分140は、幾分低い弾性率を示すが、4個の補助接続部分140が下側バッテリ
ーセルの電極端子に独立して接続される。従って、補助接続部分140は、外部のファクタ
ー、例えば振動、によるバッテリーセルの瞬間的短絡の発生を阻止し、それによって、バ
ッテリーセル間の電気的接続を連続的に維持する。
【０１４０】
　また、各端子接続ユニットの外周接続部分110は、円の形状に形成されている。さらに
、4個の上向きに突き出た部分130及び4個の補助接続部分140は、それらの4個の上向きに
突き出た部分130及び4個の補助接続部分140を互いに接続した時に、架空の同心円を形成
する。従って、それぞれの端子接続ユニットは、一般的に同心円構造に構築され、従って
、それぞれの端子接続ユニットと円筒形バッテリーセルの電極端子の外周部との間の接触
面積及び緊密な接触程度が増加する。
【０１４１】
　図11及び12は、本発明の好ましい実施態様による、連結開口部を有する電極端子をそれ
ぞれ典型的に例示する透視図である。
【０１４２】
　これらの図に関して、電極端子200C、201Cは、その突出部の周方向に形成されたガス排
出口210Cを有する。電極端子200C、201Cは、その中央区域に連結開口部230C、231Cを備え
ており、それらの開口部の中に電気的接続部材が機械的連結様式で連結される。しかし、
連結開口部230C、231Cが、前に説明したように、ガス排出口としても機能する場合、ガス
排出口210Cをさらに形成する必要は無い。
【０１４３】
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　連結開口部230Cは、例えば十字形状に近い構造(電極端子200Cの構造参照)に形成し、連
結開口部231Cを、例えば2個の円弧状スリットが対称的様式で配置される(電極端子201Cの
構造参照)構造に形成する。従って、電気的接続部材及びその連結部分は、電極端子の連
結開口部230C、231Cの構造または形状に応じて様々な構造に形成することができる。
【０１４４】
　具体的には、十字形状に近い連結開口部230Cの長い側部の形状に対応する形状に形成さ
れた連結部分を電極端子の連結開口部230Cの中に挿入し、次いで90度回転させることによ
り、電気的接続部材と電極端子200Cとの間の弾性的連結が達成される。
【０１４５】
　他方、連結部分が垂直断面形状で「Ｌ」に近い形状に構築されるように、スリットの縦
方向で水平に曲げた連結部分を、2個の円弧状スリットが対称的様式で配置されている構
造に構築された連結開口部231Cの中に挿入し、次いで、連結部分が曲げられている方向で
回転させることにより、電気的接続部材と電極端子との間の弾性的連結が達成される。
【０１４６】
　図13は、本発明の第二の好ましい実施態様による接続部材を典型的に例示する透視図で
あり、図14は、本発明の第二の好ましい実施態様による接続部材の典型的な平面図である
。
【０１４７】
　これらの図に関して、本発明の接続部材200は、2個の端子接続ユニット200A及び200Bが
互いに接続され、外部回路に接続するための回路接続端子部分250が接続部材200に含まれ
る構造に構築されている。
【０１４８】
　端子接続ユニット200A及び200Bのそれぞれは、予め決められた幅wを有し、下側バッテ
リーセル(図には示していない)の電極端子に電気的に接続される外周接続部分210と、外
周接続部分210から各端子接続ユニットの中央軸280に向かって上向きにテーパが付いてい
る上向きに突き出た部分220の上に形成された連結部分230と、及び外周接続部分210の内
側から上向き及び下向きにテーパがそれぞれ付いている補助接続部分240及び242とを包含
する。
【０１４９】
　下側バッテリーセルの電極端子と接触する外周接続部分210の幅wは、各端子接続ユニッ
トの半径Wの約10％である。外周接続部分210は、下側バッテリーセルの電極端子の外側に
対応する同心円形状に形成されている。
【０１５０】
　連結部分230は、各連結部分230の末端が外向きに曲げられる構造に構築されている。従
って、連結部分230を図11に示すような電極端子200Cの連結開口部230Cの中に挿入し、次
いで回転させると、接続部材と電極端子との間に電気的接続が達成され、接続部材と電極
端子との間の連結が確実に維持される。
【０１５１】
　また、4個の補助接続部分240は、外周接続部分210から予め決められた高さだけ上向き
に傾斜しており、他の4個の補助接続部分242は、外周接続部分210から予め決められた深
さだけ下向きにテーパが付いている。各補助接続部分240の末端は下方向に、すなわち対
応する補助接続部分の上向きテーパ方向と反対の方向に曲げられており、各補助接続部分
242の末端は上方向に、すなわち対応する補助接続部分の下向きテーパ方向と反対の方向
に曲げられている。従って、接続部材200を下側バッテリーセル(図には示していない)の
カソードまたはアノード端子に取り付けると、補助接続部分240及び242が、下側バッテリ
ーセルまたは上側バッテリーセルの電極端子に、弾性的に圧迫された状態で、接続される
。
【０１５２】
　補助接続部分240及び242は、幾分低い弾性率を示すが、4個の補助接続部分240及び4個
の補助接続部分242が下側バッテリーセルの電極端子に独立して接続される。従って、補
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助接続部分240及び242は、外部のファクター、例えば振動、によるバッテリーセルの瞬間
的短絡の発生を阻止し、それによって、バッテリーセル間の電気的接続を連続的に維持す
る。
【０１５３】
　また、各端子接続ユニットの外周接続部分210は、同心円の形状に形成されている。従
って、それぞれの端子接続ユニットと円筒形バッテリーセルの電極端子の外周部との間の
接触面積及び緊密な接触程度が増加する。
【０１５４】
　図15は、本発明の第三の好ましい実施態様による接続部材を例示する透視図であり、図
16は、本発明の第三の好ましい実施態様による接続部材の、接続部材の底部を例示する典
型的な平面図であり、図17は、図16の線A-A'に沿って見た典型的な断面図である。
【０１５５】
　これらの図に関して、本発明の接続部材300は、互いに接続された2個の端子接続ユニッ
ト300A及び300B、及び外部回路に接続するための回路接続端子部分370を包含する。
【０１５６】
　端子接続ユニット300A及び300Bのそれぞれは、下側バッテリーセル(図には示していな
い)の電極端子に電気的に接続される、予め決められた幅cを有する外周接続部分310と、
外周接続部分310から各端子接続ユニットの中央軸380に向かって、上向きにテーパが付く
ように伸びる上向きに突き出た部分320と、それぞれの上向きに突き出た部分320から予め
決められた高さdに突き出ている突き出た連結部分330と、及び各端子接続ユニットの中央
軸380上に配置された中央接続部分340とを包含し、中央接続部分340は、それぞれの突き
出た連結部分330の上側末端表面334から予め決められた深さeに凹むようになっており、
中央接続部分340は、上側バッテリーセル(図には示していない)の電極端子に電気的に接
続される。
【０１５７】
　下側バッテリーセルの電極端子と接触する外周接続部分310の幅cは、各端子接続ユニッ
トの半径Cの約10％である。外周接続部分310は、下側バッテリーセルの電極端子の外側に
対応する同心円形状に形成されている。
【０１５８】
　それぞれの上向きに突き出た部分320は、各端子接続ユニットの半径Cの約30％に等しい
幅fを有する。それぞれの上向きに突き出た部分320は、外周接続部分310から各端子接続
ユニットの中央軸380に向かって、10度の傾斜角度で上向きにテーパが付いている。従っ
て、外周接続部分310と下側バッテリーセルの電極端子との間の弾性的接続が上向きに突
き出た部分320により維持される。
【０１５９】
　それぞれの突き出た連結部分330の高さdは、接続部材300の全高Dの約50％に等しい。そ
れぞれの上向きに突き出た部分330は、「∩」に近い垂直断面形状に形成されている。ま
た、各突き出た連結部分330は、その内側に、各端子接続ユニットの中央軸380に向かって
突き出た連結突起332を備えている。連結突起332は、各突き出た連結部分330の内側末端
が中央接続部分340に向かって曲げられる構造に構築されている。従って、突き出た連結
部分330の構造は、接続部材を上側バッテリーセルの電極端子の予め決められた区域に連
結した後、接続部材が上側バッテリーセルから分離するのを阻止する。この時、中央接続
部分340が上側バッテリーセルの電極端子の中央区域と接触し、それによって、電気的接
続が達成される。
【０１６０】
　突き出た連結部分330は、それぞれの上向きに突き出た部分320中央接続部分340とを接
続する4個のブリッジ350が対称的様式で放射状に配置される構造に構築されている。具体
的には、予め決められた間隔で配置されたブリッジ350が、それぞれの上向きに突き出た
部分320と中央接続部分340を接続する。ブリッジ350は、上向きに突き出し、それぞれの
突き出た連結部分330を構成する。
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【０１６１】
　また、4個の補助接続部分360が、それぞれの上向きに突き出た部分320の末端322からそ
れぞれのブリッジ350間に伸びている。補助接続部分360は、各端子接続ユニットの中央軸
380に向かって傾斜角度bで傾斜している。それぞれの補助接続部分360の下側末端362は、
外周接続部分310の高さより低い高さに伸びている。従って、接続部材300を下側バッテリ
ーセル(図には示していない)のアノード端子に取り付けた時、補助接続部分360は、弾性
的に圧迫された状態で、下側バッテリーセルの電極端子に接続される。
【０１６２】
　補助接続部分360は、幾分低い弾性率を示すが、4個の補助接続部分360が下側バッテリ
ーセルの電極端子に独立して接続される。従って、下向きの突起160が、外部のファクタ
ー、例えば振動、によるバッテリーセルの瞬間的短絡の発生を阻止し、それによって、バ
ッテリーセル間の電気的接続を連続的に維持する。
【０１６３】
　また、図16に示すように、各端子接続ユニットの上向きに突き出た部分320、外周接続
部分310、及び中央接続部分340は、同心円の形状に形成されている。さらに、4個の突き
出た連結部分330は、それらの突き出た連結部分330を互いに接続した時に、架空の同心円
を形成する。従って、それぞれの端子接続ユニットは、同心円構造に構築され、従って、
それぞれの端子接続ユニットと円筒形バッテリーセルの電極端子の外周部との間の接触面
積及び緊密な接触程度が増加する。
【０１６４】
　図18は、図15の接続部材と円筒形バッテリーセルの電極端子との間の連結を典型的に例
示する側面図であり、図19は、従来の円筒形二次バッテリーのカソード端子の外側を典型
的に例示する平面図である。
【０１６５】
　先ず図19に関して、4個のガス排出口210Cが円筒形バッテリーセルC1のカソード端子220
Cの外周区域に形成されており、バッテリーセル中で発生したガスがガス排出口210Cを通
して排出される。
【０１６６】
　図18に関して、接続部材の上側部分に配置された突き出た連結部分330が、上側バッテ
リーセルC1のカソード端子220Cのガス排出口210C(図19参照)の中に挿入され、そこに弾性
的に連結される。この時、中央接続部分340が上側バッテリーセルC1のカソード端子220C
と接触し、それらの間に電気的接続が達成される。また、それぞれの突き出た連結部分23
0の内側に中央軸方向で形成された連結突起332が、上側バッテリーセルC1のカソード端子
220Cに形成されたそれぞれのガス排出口210Cの内側末端に連結され、安定した連結が達成
される。
【０１６７】
　他方、接続部材の下側部分に位置する外周接続部分310が、下側バッテリーセルC2のア
ノード端子310Cの外周部と接触し、上向きに突き出た部分320の末端から下向きに伸びる
補助接続部分360が、下側バッテリーセルC2のアノード端子310Cの外周部と部分的に接触
する。その結果、上側バッテリーセルC1と下側バッテリーセルC2が互いに電気的に直列接
続される。
【０１６８】
　図20は、図15の接続部材が円筒形バッテリーセルの電極端子に、円筒形バッテリーセル
が互いに並列接続されるように連結されている構造を典型的に例示する透視図であり、図
21は、図20に示す構造の連結状態における典型的な正面図であり、図22は、図20に示す構
造の連結状態における典型的な平面図である。
【０１６９】
　これらの図に関して、2個の円筒形バッテリーセルC1及びC3が横方向で互いに隣接して
配置され、それぞれの円筒形バッテリーセルC1及びC3のカソード端子220C及び221Cが同じ
方向を向き、バンクを構成する。
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【０１７０】
　接続部材300の突き出た連結部分330が、円筒形バッテリーセルC1及びC3の対応するガス
排出口210Cの中に挿入され、接続部材300が円筒形バッテリーセルC1及びC3に弾性的に連
結される。従って、バンク構造にある円筒形バッテリーセルC1とC3との間の物理的連結が
接続部材300により維持される。接続部材300の突き出た連結部分330をそれぞれのガス排
出口210Cの中に挿入した時、連結突起(図には示していない)がそれぞれのガス排出口210C
に弾性的に連結されるので、図18に関して上に説明したように、連結力は非常に高い。他
方、接続部材300を分離する必要がある場合、連結突起を反対方向に弾性的に曲げるのに
十分な引張力を連結突起に加えることにより、接続部材300は、円筒形バッテリーセルC1
及びC3から分離される。
【０１７１】
　また、接続部材300を円筒形バッテリーセルC1及びC3に連結すると、バンクが、円筒形
バッテリーセルC1及びC3が互いに並列接続される構造に構築される。接続部材300は、導
電性材料、例えば金属板、から製造する。従って、それぞれの中央接続部分340が、それ
ぞれの円筒形バッテリーセルC1及びC3のカソード端子220C及び221Cと接触すると、それぞ
れの円筒形バッテリーセルC1及びC3のカソード端子220C及び221C間の電気的接続が達成さ
れる。接続部材300をバンクに連結する時、接続部材300は、外周接続部分310が前方を向
くように配置される。従って、図18に示すように、他の円筒形バッテリーセル(図には示
していない)を接続部材300の前に配置すると、円筒形バッテリーセル間に直列接続が達成
される。
【０１７２】
　また、回路接続端子部分370は、接続部材300の対向する側部の上側末端に、ドリル孔の
形態で形成され、それによって、互いに直列及び並列に接続された円筒形バッテリーセル
を外部回路に接続することができる。
【０１７３】
　図23～26は、図15に示す接続部材の様々な変形を例示する典型的な図である。
【０１７４】
　先ず、図23の接続部材301は、回路接続端子部分371が、外周接続部分310の一方から伸
びる細片の形状に形成されている点で、図15の接続部材300とは異なっている。細片形状
の回路接続端子部分371は、接続部材301を下側バッテリーセル(図には示していない)に取
り付けた後、回路接続端子部分371が下側バッテリーセルの側部と接触するように、曲げ
ることができる。
【０１７５】
　図24の接続部材302は、回路接続端子部分371が、外周接続部分310の一方から伸びる細
片の形状に形成されており、2個以上の下方延長部312が、各外周接続部分310の外周部に
形成されて下側バッテリーセルの上側末端側部を部分的に覆っている点で、図15の接続部
材300とは異なっている。
【０１７６】
　下方延長部312は、下側バッテリーセルの上側末端側部を部分的に覆う構造に構築され
ている。従って、下方延長部312は、外部衝撃により接続部材302の位置が下側バッテリー
セルから逸脱するのを阻止し、接続部材302と下側バッテリーセルとの間の確実な連結を
維持する。
【０１７７】
　この構造により、接続部材は、上側バッテリーセルと下側バッテリーセルを連結様式で
接続することができる。すなわち、接続部材の突き出た連結部分が上側バッテリーセルの
電極端子に連結され、接続部材の下方延長部が下側バッテリーセルの電極端子に連結され
る。従って、接続部材は、上側及び下側バッテリーセルの両方に連結される。
【０１７８】
　図25の接続部材303は、連結突起332aが突き出た連結部分330の内側から半球状突起の形
状で突き出ている点で、図22の接続部材302とは異なっている。半球状突起の形状にある
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連結突起332aは、接続部材303を上側バッテリーセル(図には示していない)に連結した時
に、接続部材303と上側バッテリーセルとの間の機械的連結力を増加する。
【０１７９】
　図26の接続部材304は、補助接続部分がブリッジ350間に突き出ていない点で、図25の接
続部材303とは異なっている。具体的には、図25の接続部材303は、上向きに突き出た部分
320の末端から伸びる補助接続部分360がブリッジ350間に形成されているのに対し、図26
の接続部材304には、補助接続部分が無い。
【０１８０】
　図27は、本発明の第四の好ましい実施態様による接続部材を典型的に例示する平面図で
あり、図28は、本発明の第四の好ましい実施態様による接続部材の典型的な断面図である
。
【０１８１】
　これらの図に関して、接続部材400は、互いに接続された2個の端子接続ユニットAとB、
及び外部回路に接続するための回路接続端子部分が位置する側方延長部分450を包含する
。ここで、外部回路接続端子部分は、電源用の入力及び出力端子、電圧検出用の検出端子
、またはそれらの組合せでよい。
【０１８２】
　各端子接続ユニットは、外周接続部分410と、該外周接続部分410は、バッテリーセルの
電極端子の外側形状に対応し、下側バッテリーセル(図には示していない)の電極端子と、
接続部材の外周部に隣接する区域で接触する形状に形成され、外周接続部分410は、予め
決められた幅を有し、上向きに突き出た部分420と、該上向きに突き出た部分420は、外周
接続部分410から各端子接続ユニットの中央軸に向かって、上向きにテーパが付くように
伸び、及び接続部材400の上に位置するバッテリーセル(図には示していない)の電極端子
に接続された中央接続部分430とを包含する。
【０１８３】
　上向きに突き出た部分420及び中央接続部分430には、ブリッジ構造に構築されたカット
-アウト部分440が形成され、そのカット-アウト部分440が、上向きに突き出た部分420か
ら中央接続部分430に伸び、続いてその中央接続部分430から上向きに突き出た部分420に
伸びている。
【０１８４】
　中央接続部分430は、上側バッテリーセル(図には示していない)の電極端子の表面積Wの
約60％に等しいサイズの接触界面wを有する。
【０１８５】
　一方、外周接続部分410及び中央接続430は、下側バッテリーセルのアノード端子(図に
は示していない)及び上側バッテリーセルのカソード端子(図には示していない)とそれぞ
れ物理的接触様式で接触する。
【０１８６】
　各カット-アウト部分440は、カット-アウト開始点441及びカット-アウト終点443が、各
カット-アウト部分440が接続部材400の中央軸431には到達しないという条件下で、約90度
の角度を形成する構造に構築されている。また、カット-アウト部分440は、対称的構造に
放射状に配置され、その際、4個のカット-アウト部分440が接続部材400の中央軸431を中
心にして対称的に配置される。さらに、接続部材400の中央軸431と、接続部材400の、接
続部材400が接続部材400の中央軸431に最も近接する区域との間の間隔d1は、中央接続部
分430の幅d2の約20％である。
【０１８７】
　また、それぞれのカット-アウト部分440は、接続部材の厚さTの約130％に等しい幅d3で
切り取る。さらに、それぞれのカット-アウト部分440は、上向きに突き出た部分420の最
上部421を通過する。
【０１８８】
　カット-アウト部分440を設けることにより、上向きに突き出た部分420は、適切なたわ
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み性ならびに弾性を示すことができる。従って、外部のファクター、例えば振動、による
バッテリーセルの瞬間的短絡の発生を阻止し、それによって、バッテリーセル間の電気的
接続を連続的に維持することができる。
【０１８９】
　図29は、図27の変形による接続部材を典型的に例示する平面図である。図30は、図29に
示す接続部材の典型的な断面図であり、図31は、図29に示す接続部材の透視図である。
【０１９０】
　これらの図に関して、接続部材400bは、互いに接続された2個の端子接続ユニットAbとB
b、及び外部回路に接続するための回路接続端子部分が位置する側方延長部分450bを包含
する。
【０１９１】
　各端子接続ユニットは、下側バッテリーセル(図には示していない)の電極端子に接続さ
れる外周接続部分410bと、外周接続部分410bから各端子接続ユニットの中央軸に向かって
上向きにテーパが付くように伸びる上向きに突き出た部分420bと、及び接続部材400bの上
に位置するバッテリーセル(図には示していない)の電極端子に接続中央接続部分430bとを
包含する。上向きに突き出た部分420b及び中央接続部分430bには、スリット構造に構築さ
れたカット-アウト部分440bが形成され、その際、カット-アウト部分440は、上向きに突
き出た部分420bから中央接続部分430bに伸び、さらに中央接続部分430bから上向きに突き
出た部分420bに伸びる。
【０１９２】
　図32は、図27の別の変形による接続部材を典型的に例示する平面図であり、図33は、図
32に示す接続部材の典型的な断面図である。
【０１９３】
　これらの図に関して、接続部材400cは、互いに接続された2個の端子接続ユニットAcとB
c、及び外部回路に接続するための回路接続端子部分が位置する側方延長部分450cを包含
する。
【０１９４】
　各端子接続ユニットは、下側バッテリーセル(図には示していない)の電極端子に接続さ
れる外周接続部分410cと、外周接続部分410cから各端子接続ユニットの中央軸に向かって
上向きにテーパが付くように伸びる上向きに突き出た部分420cと、及び接続部材400cの上
に位置するバッテリーセル(図には示していない)の電極端子に接続する中央接続部分430c
とを包含する。
【０１９５】
　上向きに突き出た部分420c及び中央接続部分430cには、スリット構造に構築されたカッ
ト-アウト部分440cが形成され、その際、各カット-アウト部分440cは、上向きに突き出た
部分420cのカット-アウト開始点441cから中央接続部分430cに伸び、さらに中央接続部分4
30cから上向きに突き出た部分420cのカット-アウト終点442c及び443cに伸びる。
【０１９６】
　カット-アウト部分440cを設けることにより、上向きに突き出た部分420cの弾性を所望
の程度に制御することができる。
【産業上の利用可能性】
【０１９７】
　上記の説明から明らかなように、本発明のバッテリーパックは、バッテリーセルの電極
端子間を電気的に接続するための溶接またははんだ付け工程を必要としない。従って、溶
接の際に引き起こされることが一のバッテリーセルの短絡発生を阻止し、不良品製造率を
大きく下げることができる。
【０１９８】
　また、二次バッテリーセルの電極端子間の安定した連結構造により、接続区域における
抵抗の変動を最少に抑え、製造効率を大きく改良することができる。さらに、外部力、例
えば落下または振動、がバッテリーパックに加えられても、バッテリーセルを外部力から
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保護することができる。
【０１９９】
　さらに、バッテリーパックが、溶接を使用せずに電気的接続構造に構築されているにも
関わらず、バッテリーパックのサイズ増加を引き起こさずに、長期間使用しても、バッテ
リーパックの安定した接続を維持することができる。
【０２００】
　本発明の好ましい実施態様を例示のために開示したが、当業者には明らかなように、請
求項に記載する本発明の範囲及び精神から離れることなく、様々な修正、追加、及び置き
換えが可能である。
【図面の簡単な説明】
【０２０１】
【図１】図1は、従来の接続部材、例えば金属板、により互いに電気的に接続したバッテ
リー間の連結を例示する分解組立透視図である。
【図２】図2は、金属板が保護回路に接続されたバッテリーパックを例示する典型的な図
である。
【図３】図3は、本発明の二次バッテリーパックの組立方法を例示する典型的な図である
。
【図４】図4は、本発明の二次バッテリーパックの組立方法を例示する典型的な図である
。
【図５】図5は、本発明の第一の好ましい実施態様によるカソード端子接続部材を例示す
る透視図である。
【図６】図6は、本発明の第一の好ましい実施態様によるカソード端子接続部材の典型的
な平面図である。
【図７】図7は、図5の変形によるカソード端子接続部材を例示する透視図である。
【図８】図8は、図5の変形によるカソード端子接続部材の典型的な平面図である。
【図９】図9は、本発明で使用できるアノード端子接続部材を例示する透視図である。
【図１０】図10は、本発明で使用できるアノード端子接続部材の典型的な正面図である。
【図１１】図11は、本発明の好ましい実施態様による、連結開口部を有する電極端子をそ
れぞれ例示する透視図である。
【図１２】図12は、本発明の好ましい実施態様による、連結開口部を有する電極端子をそ
れぞれ例示する透視図である。
【図１３】図13は、本発明の第二の好ましい実施態様による接続部材を例示する透視図で
ある。
【図１４】図14は、本発明の第二の好ましい実施態様による接続部材の典型的な平面図で
ある。
【図１５】図15は、本発明の第三の好ましい実施態様による接続部材を例示する透視図で
ある。
【図１６】図16は、本発明の第三の好ましい実施態様による接続部材の、接続部材の底部
を例示する典型的な平面図である。
【図１７】図17は、図16の線A-A'に沿って見た典型的な断面図である。
【図１８】図18は、図15の接続部材と円筒形バッテリーセルの電極端子との間の連結を典
型的に例示する側面図である。
【図１９】図19は、従来の円筒形二次バッテリーのカソード端子の外側を典型的に例示す
る平面図である。
【図２０】図20は、図15の接続部材が円筒形バッテリーセルの電極端子に、円筒形バッテ
リーセルが互いに並列接続されるように連結されている構造を例示する透視図である。
【図２１】図21は、図20に示す構造の連結状態における典型的な正面図である。
【図２２】図22は、図20に示す構造の連結状態における典型的な平面図である。
【図２３】図23は、図15に示す接続部材の様々な変形を例示する典型的な図である。
【図２４】図24は、図15に示す接続部材の様々な変形を例示する典型的な図である。
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【図２５】図25は、図15に示す接続部材の様々な変形を例示する典型的な図である。
【図２６】図26は、図15に示す接続部材の様々な変形を例示する典型的な図である。
【図２７】図27は、本発明の第四の好ましい実施態様による接続部材を典型的に例示する
平面図である。
【図２８】図28は、本発明の第四の好ましい実施態様による接続部材の典型的な断面図で
ある。
【図２９】図29は、図27の変形による接続部材を典型的に例示する平面図である。
【図３０】図30は、図29に示す接続部材の典型的な断面図である。
【図３１】図31は、図29に示す接続部材の透視図である。
【図３２】図32は、図27の別の変形による接続部材を典型的に例示する平面図である。
【図３３】図33は、図32に示す接続部材の典型的な断面図である。
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